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『無題』　佐野 彰洋　Sano Akihiro　2003 年生　鉛筆、画用紙　380×540mm　2021 年制作

発行日　2022年5月10日（火）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒603-8226
　　　　京都市北区紫野西舟岡町2番地
　　　　ふれあい共生館「きたアトリエ」
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編集協力　株式会社 三六六

天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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２
０
２
２
年
度
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
覧

会（（
主
催・企
画
含
む
）な
ど
は
下
記
の
通
り
で
す
。

な
お
、
諸
般
の
事
情
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

京
セ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展
『
細
部
に
宿
る
』

（
入
場
無
料
）〈
企
画
受
託
〉

会
期　

２
０
２
２
年
10
月
１
日
（
土
）
～
11
月
６

日
（
日
）

会
場　

京
セ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
京
都
市
伏
見
区
竹

田
鳥
羽
殿
町
６ 

京
セ
ラ
本
社
ビ
ル
１
Ｆ

予　　告

展 覧 会

２
０
２
２
年
度

展
覧
会
な
ど
の
予
定

青
空
美
術
館
（
13
号
）〈
主
催
〉

＊
Ｐ
60
号
大
の
耐
候
性
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
41

点
を
壁
面
１
０
０
ｍ
に
展
示

会
期　

現
在
展
示
中
～
２
０
２
３
年
３
月

会
場　

呉
竹
総
合
支
援
学
校 

校
舎
新
築
工
事
現

場
・
囲
い
塀
／
京
都
市
伏
見
区
桃
山
福
島

太
夫
北
町
52

　
青
空
美
術
館
（
14
号
）〈
主
催
〉

会
期　

２
０
２
２
年
12
月
１
日
～
24
年
３
月

会
場　

京
都
市
立
北
総
合
支
援
学
校 

分
校
建
設

工
事
現
場
・
囲
い
塀
／
京
都
市
下
京
区
高

辻
通
堀
川
東
入
る
西
高
辻
町
６
０
２

※
青
空
美
術
館
（
13
号
・
14
号
）
の
パ
ネ
ル
は
、

い
ず
れ
も
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
さ
ま
の
ご
協
賛
に
よ
り
制
作
、
ま
た
は
制

作
す
る
予
定
で
す
。

第
10
回
『
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
２
』

（
入
場
無
料
）〈
主
催
〉

会
期　

２
０
２
２
年
11
月
19
日
（
土
）
～
12
月
４

日
（
日
）

会
場　

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

き
た
ア
ト
リ
エ

／
京
都
市
北
区
紫
野
西
舟
岡
町
２ 

ふ
れ

あ
い
共
生
館

四条通地下通路の約 100m にわたって中央柱に天才アート KYOTO 登録作家の作品パネルが並びます（前回展示の様子）

第
６
回
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
展
』

〈
主
催
〉
＊
Ｂ
１
判
サ
イ
ズ
の
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ

ネ
ル
50
点
を
展
示
予
定

会
期　

２
０
２
３
年
１
月
下
旬
～
３
月
末

会
場　

四
条
通
地
下
道 

麩
屋
町
通
下
～
柳
馬
場

通
下
間
約
１
０
０
ｍ

天才アート KYOTO 登録作家の作品パネルが 41点が並ぶ現地風景

昨年開催した第 9 回天才アート展 2021の会場の様子

京セラ本社ビル内の京セラギャラリー入口
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文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

長
官
室
に
作
品
展
示

本
誌
読
者
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
文
化
庁
の
京

都
移
転
に
向
け
て
そ
の
諸
準
備
の
た
め
、
平
成
29

年
４
月
よ
り
京
都
市
東
山
区
に
「
文
化
庁
地
域
文

化
創
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
機
構

で
は
縁
あ
っ
て
同
年
夏
よ
り
、
同
創
生
本
部
２
階

に
あ
る
長
官
室
に
当
機
構
の
作
家
の
作
品
を
展
示

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

以
後
毎
年
、
作
品
の
展
示
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
も
２
月
に
作
品
の
入
れ
替
え
を
し
、

作
家
２
人
（
前
田
渉
、
影
山
弘
樹
）
の
作
品
２
点

を
展
示
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
Ｆ
30
号
キ
ャ
ン
バ

ス
に
ア
ク
リ
ル
絵
具
の
作
品
で
す
。

本
協
定
は
、
障
碍
の
あ
る
人
の
よ
り
豊
か
な
自

立
と
社
会
参
加
に
よ
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

社
会
の
実
現
を
目
指
す
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
理
念
に
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
さ
ま
か
ら
賛
同
を
い
た

だ
き
、
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
創
作
活
動
の
支
援

や
作
品
展
覧
会
等
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

と
も
に
京
都
西
陣
の
地
に
本
拠
地
を
置
く
法
人

と
し
て
、
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
創
作
活
動
の
支

援
を
通
じ
て
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
生
と
地

域
貢
献
を
重
視
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
本
社
と
洛
西
事
業
所

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
本
社
と
洛
西
事
業
所

に
新
た
な
レ
ン
タ
ル
作
品
を
展
示

に
新
た
な
レ
ン
タ
ル
作
品
を
展
示

本
協
定
の
一
環
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
本

社
と
洛
西
事
業
所
に
原
画
レ
ン
タ
ル
の
新
た
な

作
品
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
同
社
に
は

２
０
１
７
年
か
ら
原
画
レ
ン
タ
ル
を
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
は
３
期
６
年
目
の
レ
ン
タ

ル
と
な
り
ま
す
。

本
社
に
は
３
点
（
足
立
茉
莉
さ
ん
と
大
場
多
知

子
さ
ん
、
前
田
渉
さ
ん
）
と
洛
西
事
業
所
に
は
２

点
（
前
田
渉
さ
ん
）
の
合
計
５
作
品
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ロ
ビ
ー
に
い
ろ
ど
り
を
添
え
、
来
訪
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
25
日
（
月
）、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構
（
愛
称
：

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
と
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
）
は
、
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
の
振
興
と

社
会
参
加
を
促
進
し
、
さ
ら
に
は
共
生
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
芸
術
創
作
活
動
等
の
支
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

前田作品を背に文化庁地域文化創生本部高田事務局長（右）と重光副理事長、右は影山作品

締結書にサインし握手する垣内永次代表取締役会長（右）と角谷理事長

レポート

トピックス

株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
ディン
グ
ス
さ
ま
と

障
碍
の
あ
る
人
と
の
芸
術
創
作
活
動
の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

洛西事業所ロビーに展示されている作品 本社ロビーに展示されている作品
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

本 ちはる

小寺 菜月

本 ちはる　Moto Chiharu　2003年生
アーティストには、「同じモチーフやタッチを継続して深める
作家」のタイプと「作風を変え続ける作家」のタイプがいます。
本は後者にあたり、彼女の興味によって数年単位で作風が
変わり続けます。一見、違う作家の作品と思えるほど作風は
変化しますが、一貫して日常生活の中での「反復」「漫画や
キャラクター」「話し言葉」「食事と排泄」などがテーマとし
て出てきます。
近年はよどみなく流れていく話し言葉や思考がそのまま文字
として紙に描かれ、ドローイングのようにも詩のようにも捉
えることができます。
現在、まだ若い本の作品は断続的な作風に見えるかもしれ
ません。しかしながら、表面的には作風を変えながらも一貫
したテーマで蓄積されていく作品群は、星が連なることで星
座となるように、いずれその全貌を表すでしょう。

小寺 菜月　Kotera Natsuki　1993年生
小寺の作品には、用紙を二つに折りハサミで切った左右対称の切り絵と、細い線でクマやうさぎやライオンなどをかわいく描いた
キャクターの絵の2つのシリーズがあります。異なる2つの作品シリーズは、一見すると同一作家の作品でないかのように思えます。
しかしながら、どの作品も実は小寺の目線からみた「可愛い」を共通点につくられており、どれもユーモラスで人懐っこさがあります。
特に切り絵作品は、野菜や果物、動物の頭部などが複数連なる複雑な形状になって進化を続けており、例えば掲載作品のよう
にトイプードルとネコなど気に入ったモノを組み合わせて合体させ、必ず「○○と△△の樹」と題して切り取るのです。

「トイプードルとネコの樹」　2017 年制作　コピー用紙、色画用紙　364×258mm 「無題」　2017 年制作　ペン、コピー用紙　285×200mm

「無題」　2021 年制作　ペン、画用紙　258×364mm
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前田渉 Maeda Wataru 1977年生
前田は「宇宙現象」（作者本人による造語）を元に制作しています。彼によると「宇宙現象」とは宇宙の意思、個人の運命に対して
振り子のような立場であり、「善／悪」「運が良い／運が悪い」など、すべての中立の立場にいると言います。前田はその「宇宙現象」
を取り入れて、自動記述（オートマティスム）も取り入れて制作しています。作品に必ずと言っていいほど登場する「人物」には特
定のモデルはいません。ある時は知り合いに似ているし、作者自身にも似ているかもしれません。これらの人物もまた、「私であり貴
方である」という個を超越した人物として描かれています。
ここ数年来、支持体ははキャンバスを中心に描いており、支持体の変化に伴って作品もよりダイナミックなものへと変化します。

前田　渉

「6」　2022 年制作　アクリル絵の具、ペン、キャンバス　725×610mm 「Third Eye」　2022 年制作　アクリル絵の具、ペン、キャンバス　455×532mm

「無題」　2019 年制作　ペン、画用紙　342×545mm
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タ
ー
や
エ
ン
ブ
レ
ム
、
ま
た
は
絵
本
な
ど
を
見
な

が
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
、
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
画
用
紙
い
っ
ぱ
い

に
す
き
間
を
埋
め
る
よ
う
に
コ
チ
ャ
コ
チ
ャ
と
描

き
こ
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
絵
が
百
恵
の
部
屋

に
は
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。〝
お
絵
か

き
〟の
よ
う
な
絵
で
す
が
、ど
れ
も〝
大
切
な
１
枚
〟

で
す
し
、
多
く
の
か
た
に
見
て
い
た
だ
け
る
機
会

が
あ
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

ア
ト
リ
エ
や
自
宅
で
の
絵
を
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
い
た
だ
き
、
公
共
地
下
通
路
や
駅
な
ど
に

展
示
さ
れ
る
た
び
に
、
友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
、
懐
か
し
い
方
か
ら
も
「
作
品
見
た
よ
」
と

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
。
会
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
百
恵
が
、
天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
通
じ
て
人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
母
の
想
い
も
百
恵
は
ど
こ
吹
く
風
で
、

今
日
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
コ
チ
ャ
コ
チ
ャ
と
画
用
紙

を
埋
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
こ
と

を
し
な
が
ら
、
と
に
か
く
元
気
に
日
常
を
送
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

百
恵
は
今
年
の
１
月
で
20
歳
に
な
り
ま
し
た
。

毎
朝
、
描
き
か
け
の
画
用
紙
を
自
室
の
デ
ス
ク

に
置
い
て
出
掛
け
ま
す
。
帰
宅
後
す
ぐ
に
描
き
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
。
遅
刻
し
そ
う
な
時
で
も
気
に

せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
。

●
幼
少
期
、
描
き
始
め
た
こ
ろ

「
ダ
ウ
ン
症
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
」。
生
後
す
ぐ

に
告
げ
ら
れ
、
検
査
を
受
け
、
と
ん
と
ん
拍
子
で

ダ
ウ
ン
症
確
定
。

そ
れ
か
ら
は
、
他
府
県
で
の
ダ
ウ
ン
症
専
門
の

赤
ち
ゃ
ん
体
操
や
療
育
、
幼
児
教
室
、
言
語
指
導

な
ど
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
と
忙
し
い
乳
幼
児
期
で

し
た
。
自
宅
で
は
姉
と
毎
日
塗
り
絵
や
お
絵
か
き

を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
真
似
を
し
て

色
を
塗
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
３
つ
歳
の
離
れ

て
い
る
姉
は
百
恵
に
と
っ
て
は
い
い
（
？
）
お
手

本
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
私
立
幼
稚
園
に
入
園
。
そ
こ
で
は
担
任

と
は
別
に
、
３
年
間
同
じ
先
生
が
加
配
と
し
て
付

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
が
ん
こ
や
こ
だ
わ
り
と

い
っ
た
主
張
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
百
恵
に

し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
し
、
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
百

恵
は
筆
記
用
具
や
は
さ
み
も
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

就
学
は
地
域
の
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
低
学

年
の
間
は
普
通
学
級
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
ひ

ら
が
な
で
名
前
は
書
け
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
読

み
書
き
、
算
数
、
会
話
は
全
く
で
き
な
い
の
で
、

授
業
中
は
自
由
帳
に
絵
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
主
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
百
恵
の
自

由
帳
に
お
友
達
が
描
い
た
絵
を
見
つ
け
て
は
、
一

緒
に
絵
を
描
く
こ
と
で
会
話
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
描
き
込
ま
れ
た
捨

て
ら
れ
な
い
自
由
帳
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
…
。

育
成
学
級
に
移
っ
て
か
ら
は
さ
ら
に
絵
を
描

く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
学
習
発
表
会
の
劇
の
１

シ
ー
ン
を
描
い
た
り
、
壁
面
飾
り
の
「
鯉
の
ぼ
り
」

を
描
い
た
と
き
は
全
く
違
う
生
き
物
に
な
り
ま
し

た
が
、
発
想
が
面
白
い
と
担
任
の
先
生
に
褒
め
て

い
た
だ
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
学
か
ら
西
総
合
支
援
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

毎
日
休
み
時
間
に
は
自
由
帳
に
絵
を
描
い
て
い
る

百
恵
を
見
た
先
生
か
ら
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
門
を
叩
き
ま
し
た
。

●
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
出
会
っ
て
か
ら

支
援
ア
ト
リ
エ
で
は
い
つ
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
の
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
の
絵
を
描
き

ま
す
。
夜
の
パ
レ
ー
ド
な
の
で
黒
の
画
用
紙
を
使

い
、
自
分
で
撮
っ
た
写
真
を
見
な
が
ら
ク
レ
パ
ス

で
下
描
き（
？
）を
し
て
か
ら
水
彩
絵
の
具
を
使
っ

て
い
ま
す
。
何
度
も
色
を
塗
り
な
お
し
た
り
重
ね

た
り
し
て
納
得
の
い
く
ま
で
時
間
を
か
け
て
仕
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ト
リ
エ
に
は
た
く
さ
ん
の

画
材
が
あ
り
、
筆
も
た
く
さ
ん
の
種
類
と
サ
イ
ズ

が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
百
恵
は
筆
を
選
ぶ
の
も

楽
し
い
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

は
何
年
も
行
け
て
い
な
い
の
で
す
が
、
百
恵
は
カ

メ
ラ
で
写
真
を
撮
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
し
な
が
ら
、「
行
っ
て
、
写
真
を

撮
り
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

伝
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
で
百
恵
の
通
っ
て

い
る
福
祉
施
設
も
閉
所
や
時
間
短

縮
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
自
宅
で
過

ご
す
こ
と
が
こ
の
２
年
で
増
え
ま
し

た
。
自
宅
で
も
絵
を
描
い
て
い
ま
す

が
ア
ト
リ
エ
と
は
全
く
違
う
も
の
で

す
。
好
き
な
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク

マ
イ
ペ
ー
ス
な
日
常
の
幸
せ   

　
　
　  

石
田
　
香
映

ご家族さま
より寄稿

自作『しらゆきひめのパレード』と一緒に

小学生の頃に描いた作品

最近自宅で描いた作品
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K
Y

O
T

O
 C

IT
Y

 O
P

EN
 

LA
BO

～
公
民
連
携
・
課
題

解
決
推
進
事
業
に
応
募

京
都
市
が
抱
え
る
課
題
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
有
す
る
民
間
企
業
等
が
コ
ラ
ボ
し

て
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み“KYO

TO
 CITY 

O
PEN

 LA
BO

”

に
応
募
し
ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
連
携
す
る
事
業
は
、

地
下
鉄
各
駅
の
ホ
ー
ム
等
の
壁
面
に
あ
る
大
型
の

「
電
照
広
告
」
の
空
ス
ペ
ー
ス
が
目
立
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
と
と
も
に
構
内
の
雰

囲
気
を
暗
く
し
て
い
る
と
い
う
「
課
題
」
に
対
し
、

当
機
構
が
所
蔵
す
る
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し

て
、「
賑
わ
い
と
華
や
ぎ
」
を
生
み
出
し
て
解
決

す
る
も
の
で
す
。　

具
体
的
に
は
、
４
月
15
日
か
ら
烏
丸
線
の
左
記

３
駅
に
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
下
鉄
を
ご
利
用

の
際
は
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

A
rtist R

eview

（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
レ
ビ
ュ
ー
）
を
発
行

こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
京

遊
連
社
会
福
祉
基
金
の
助
成
に
よ

り
、「A

rtist Review

（
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
）」
を
発
行
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
、
美
術
批
評
の

専
門
家
を
招
聘
し
、
作
家
・
作
品
選

定
と
批
評
を
寄
稿
し
て
も
ら
い
、
英

訳
と
と
も
に
ポ
ス
タ
ー
配
布
す
る
現

代
美
術
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
期
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
今
回
は
三
宅
敦
大
（H

B.

共
同
代
表
・

滋
賀
県
立
美
術
館
学
芸
員
／
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
氏

を
お
招
き
し
、
石
原
寛
子
作
品
に
つ
い
て
の
批
評

を
掲
載
し
ま
し
た
。

現
在
、
障
碍
の
あ
る
作
家
や
作
品
へ
の
現
代
美

術
批
評
が
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
少
し
で
も
変
化
を
起

こ
す
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
ま
し

た
。
今
後
も
不
定
期
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。

チ
ェ
リ
オ
と
天
才
ア
ー
ト
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
自
販
機

登
場天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
株
式
会
社

チ
ェ
リ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
ま
と
連
携
し
て
、

自
動
販
売
機
に
当
機
構
所
属
作
家
の
作
品
を
ラ
ッ

ピ
ン
グ
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
入
居
す
る
「
ふ
れ
あ
い
共
生
館
」

の
玄
関
前
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
自
販
機
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
自
販
機
の
設
置
は
、

「
チ
ェ
リ
オ
×
く
ら
し
ネ
ッ
ト
21
×
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
３
者
に
よ
る
共
同
事
業
で
す
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
は
、
当
機
構
所
属
作
家
の

大
場
多
知
子
さ
ん
の
作
品
「
大
き
の
こ
祭
り
」
で
、

自
販
機
の
前
面
と
側
面
い
っ
ぱ
い
に
表
現
さ
れ
た

作
品
は
迫
力
満
点
で
す
。

皆
さ
ん
の
街
に
も
天
才
ア
ー
ト
作
品
で
彩
る

「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
自
販
機
」
を
設
置
し

ま
せ
ん
か
。
現
在
、
自
販
機
設
置
場
所
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
検
討
い
た
だ
け
ま
す
方
は
、

当
機
構
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
場
所
と
作
品
】

●
北
大
路
駅
ホ
ー
ム
中
央
部
の
南
向
壁
面
：
三
津

田
一
輝
「
三
津
田
の
風
神
」

●
烏
丸
御
池
駅
北
改
札
口
内
の
東
西
線
両
方
面
通

路
の
各
円
柱
面
：
長
村 

駿
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」、

服
部
可
菜
恵「
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
」、前
田 

渉「Drive 
the Vision

」、若
林
義
輝
「
生
と
滅(

り
ん
ね)

」

●
四
条
駅
ホ
ー
ム
中
央
部
の
南
向
壁
面
：
石
原
寛

子
「
無
題
」

な
お
当
機
構
は
、
現
在
４
千
点
を
超
え
る
収
蔵

作
品
の
半
数
以
上
を
ア
ー
カ
イ
ブ
保
存
し
て
お
り
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
ニ
ー
ズ
に
提
供
し
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

報 　 告

活　　動

烏丸御池駅：長村 駿「アカショウビン」

烏丸御池駅：若林義輝「生と滅（りんね）」

四条駅ホーム：石原寛子「無題」
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■ 【
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
×

　SU
ZU

RI

】
好
評
発
売
中

昨
年
に
引
き
続
き
、「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、「SU

ZU
RI by G

M
O

」 
https://suzuri.jp

を
利
用
し
て
、
順
次
新
た
な

グ
ッ
ズ
制
作
お
よ
び
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

SU
ZU

RI

と
は
無
在
庫
で
、
注
文
を
受
け
る
た

び
に
グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
デ
ザ

イ
ン
で
き
る
商
品
と
し
て
は
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
メ
モ
帳
、
マ
グ
カ
ッ
プ

等
が
あ
り
、
作
成
し
た
商
品
は
、SU

ZU
RI

サ
イ

ト
を
通
じ
て
の
み
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

現
在
、
当
機
構
所
属
作
家
の
作
品
を
順
次
制
作

中
で
す
。
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
紹
介
や
広
報
な

ど
を
通
じ

て
、
販
売

数
の
拡
大

に
ご
協
力

い
た
だ
き

ま
す
と
あ

り
が
た
い

で
す
。
皆

さ
ま
の
ご

支
援
を
何

卒
よ
ろ
し

く
お
願
い

し
ま
す
。

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

鉛
筆
で
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品
を
生
み
出
す
佐
野
の

制
作
方
法
は
、
常
にiPad

の
電
卓
ア
プ
リ
で
数
式
を

解
き
な
が
ら
鉛
筆
で
描
く
と
い
う
、
非
常
に
特
殊
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
出
来
上
が
り
ま
す
。

計
算
で
導
か
れ
た
難
解
な
数
式
や
複
雑
な
幾
何
学

的
形
状
、
あ
る
い
は
思
考
の
産
物
と
も
判
別
が
つ
か

な
い
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
目
の
当
た
り
す
る
と
、「
こ
れ

は
一
体
何
な
の
か
？
」
と
い
っ
た
不
思
議
な
気
分
に

な
り
ま
す
。
か
つ
て
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
は
、「
宇

宙
と
い
う
書
物
は
数
学
の
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
」

と
言
っ
た
よ
う
に
、
観
客
が
佐
野
の
作
品
を
前
に
し

た
時
、
世
界
の
不
思
議
を
解
き
開
か
す
「
鍵
」
を
手

に
し
た
感
覚
に
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
佐
野
の
数

式
を
専
門
家
に
見

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
合
っ
て
い
る
、
と

て
も
気
持
ち
の
い
い

計
算
式
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

こ
の
た
び
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

さ
ま
か
ら
、「
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
創
作
活
動
の
支
援
に

関
す
る
協
定
」
と
い
う
大
変
に
あ
り
が
た
い
ご
提
案
を
い
た

だ
き
、
そ
の
締
結
式
を
４
月
25
日
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
席

で
同
社
の
垣
内
会
長
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
過
分
な
る
評

価
を
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
と
同
時
に
、

頂
い
た
支
援
に
応
え
る
責
任
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

当
機
構
も
設
立
12
年
を
迎
え
、
東
山
区
の
新
道
ア
ト
リ
エ

か
ら
現
ア
ト
リ
エ
に
移
転
し
て
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
制
作
環
境
の
充
実
と
発
表
の
場
の
提
供
、
そ
し
て

社
会
へ
の
広
報
活
動
な
ど
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『無題』佐野 彰洋　Sano Akihiro　2003 年生
鉛筆、画用紙　380×540mm　2021 年作

■ 

会
員・寄
付
お
よ
び

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
創
作
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、
作
品
を
創
る
環
境
を
整
え
、
作
品
を

ア
ー
カ
イ
ブ
（
記
録
・
保
存
）
し
、
作
品
を
商
品

化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
、

活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
…
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ア
ー

ト
を
勉
強
中
の
学
生
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
社
会
貢
献

に
興
味
の
あ
る
方
、
特
技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、

私
た
ち
の
活
動
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
以
下
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
会
報
・
広
報
活
動
の
企
画
・
編
集

②
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
化
・
商
品
化
な
ど
の
企
画

③
そ
の
他
、
得
意
分
野
を
活
か
し
た
活
動
な
ど

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto

■ 

会
報
広
告
主
さ
ま 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
展
示
会
の
予
告
や

報
告
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
報
告
、
登
録

作
家
の
作
品
紹
介
や
ご
家
族
か
ら
の
寄
稿
文
な
ど
、

当
機
構
に
関
わ
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会

員
・
協
賛
団
体
、
関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な

ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
さ

ま
や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。


